
サントス市
1972 年姉妹都市提携

セントポール市
1955 年姉妹都市提携

福州市
1980 年友好都市提携

中山市
2011 年市民友好都市提携

ヴュルツブルク市
2013年市民友好都市提携

ポルト市
1978年 姉妹都市提携

ヴォスロール村
1978年 姉妹都市提携

アバディーン市
2010年市民友好都市提携

ライデン市
2013年市民友好都市提携

ミデルブルフ市
1978年姉妹都市提携

長崎市は10都市と
交流の提携をしています

　長崎は古くから出島などを通した海外との交流によって、さまざまな国との
つながりを深めてきました。
　この歴史的な背景などをもとに長崎市は、これまで６つの都市と姉妹（友好）
都市提携をしてきましたが、今年、そのうち３つの都市と提携 35周年を迎え
ます。また、市民友好都市 (5ページ参照）として４つの都市と提携をしています。
　このような中で、行政での都市間交流にとどまらず、市民の皆さんの間での
海外交流や、さまざまな国から来ている外国人との日常的な交流もいろんな形
で行われています。
　でも、そんな国際都市長崎に住んでいながら、「国際交流？日常で感じること
が少ないな〜」と思うかたもいるかもしれません。今回の特集で、長崎の国際
交流事情をちょっと覗いてみましょう。もしかしたら、興味がわくものが見つ
かるかもしれませんよ！

国際課（☎ 829-1113）

世界とつながり

交流するまち 長崎
※フルカラーではないため、　国旗の色は
実際の色と多少異なります。
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姉妹（友好）都市って、どんなまち?

　江戸時代に出島へ向
かったオランダ船の母
港というつながりから
提携をしました。
　2009 年には、ミデ
ルブルフ市民が参加し
て作成された世界一長
い刺繍が長崎歴史文化
博物館で展示されまし
た。

福州市

サントス市

　日本初の姉妹都市として
1955 年に提携。1992 年に平
和公園へ平和モニュメントの
寄贈を受けました。市民同士
の交流も活発で姉妹都市委員
会の活動のほか、両市のロー
タリークラブからは昨年、「平
和のビジョン像」の寄贈を受
け、平野町に設置しました。

　姉妹（友好）都市提携とは、都市間での友好親善と文化交流などを目的にした提携のこと。実は、日本で初めて
姉妹都市提携を結んだのは長崎市なんです！知ってましたか?では、それぞれの都市について見てみましょう。

絆は大事ですね。

長崎・セントポール
姉妹都市委員会　
会長　宮西 隆幸さん

セントポール市は、教会がまちの
中にとけ込んでいる雰囲気など
が、長崎のまちにどことなく似て
いますね。初めてこのまちを訪問
したとき、セントポールの姉妹都
市委員会のかたに、絆について熱
く語っていただいたことが思い出
深いです。また、同市で平和祈念
式典を開いていただくなど、平和
への思いも共有しています。

セントポール市
日本初
提携

日本初の姉妹都市提携

ミデルブルフ市
提携

35 周年

江戸時代からのつながり

　長崎市に住む華僑のかたの多くは
福州市の出身です。水産や水道の分
野で職員を相互に派遣し技術交流を
しています。
　昨年は、長崎市の「子どもゆめ体
験」事業で中学生を福州市に派遣し、
現地の学生と交流を行い、相互理解
を図ることができました。

サッカー・路面電車で絆を確認

子どもゆめ体験で交流

　長崎と同時期にポルトガル船の来
航で開かれたまちで、「サッカーの王
様」ペレが所属していたチーム、サン
トス FCの本拠地として有名です。
　昨年は、提携 40 周年を機にサン
トス市を訪問し、子どもたちがサッ
カー交流で親睦を深めました。来年
には、路面電車を寄贈し、長崎の電
車がサントスの街を走る予定です。

（オランダ） （アメリカ）

（中国）

（ブラジル）
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市民友好都市
　市民友好都市とは、「姉妹都市提携などの形式にとら
われずに、自由、気軽に付き合え、市民や民間交流団体
が主体となって交流を行う」ことを、お互いが確認した
都市のことです。
　歴史・文化・経済など何らかの分野で交流があり、今
後の促進が期待できることを要件としています。アバ
ディーン市をはじめとする 4市とは、交換留学生の相
互派遣など市民・大学間での交流が行われています。

外海を救った
ド・ロ神父がルーツ

　外海地区の人々を救済するため、私財を投げ
打って社会福祉事業に貢献したマルコ・マリ・ド・
ロ神父の出身地。出津教
会やド・ロ神父記念館、
旧出津救助院に当時の足
跡を見ることができます。
　東日本大震災の時は、
村の人々が義援金を長崎
市を通じて被災地に贈る
など、神父の「人類愛の
精神」が根づいています。

ヴォスロール村

ジャパンウィークに参加
　江戸時代に出島へ向かったポルトガル船の母港
というつながりから提携をしました。
　2010 年には、日本
の文化を紹介するイベ
ント「ジャパンウィー
ク」が開催され、長崎
の写真展を開催すると
ともに、長崎東高の吹
奏楽部や長崎生け花連
盟の方々などが参加し
ました。

Boa tarde！　（こんにちは！）

自治体職員協力交流事業のた
めにやってきた、ポルト市職員
のラケル・ルスさん。現在、長
崎市国際課に勤務しています。

みんな優しかとよ。

長崎外海・ヴォスロール
姉妹都市委員会
会長　日宇 英之さん

のどかな田園が広がるヴォスロー
ル村には、おおらかな人が多いで
す。姉妹都市委員会では個人で村
を訪れる人がいるほど、仲良くし
ています。私が村長の家にホーム
ステイした時、その家が「ド・ロ
神父の生家」だと知り、外海との
つながりを感じましたね。

提携
35 周年

ポルト市
提携

35 周年

長崎に来ておよそ 3カ月になり
ますが、これまでたくさんのか
たから温かいおもてなしを受け
たり、ポルトガルと縁のある場
所を訪れたりしました。11月に
は、ポルトへ戻りますが、長崎
での経験をより多くの人に伝え
ていきたいと思います。

アバディーン市（イギリス）

ライデン市（オランダ） ヴュルツブルク市（ドイツ）

中山市（中国）

（ポルトガル） （フランス）
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留
学
生
の
家
族
を

笑
顔
で
支
え
て
い
ま
す

　
「
西
町
国
際
ク
ラ
ブ
」
は
、
長
崎
で
暮
ら

す
留
学
生
を
主
と
す
る
外
国
人
家
族
の
生

活
支
援
を
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、
バ
ス

の
乗
り
方
や
子
育
て
の
相
談
、
施
設
で
の

通
訳
な
ど
、支
援
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
「
留
学
生
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
留
学
生
の
支
援
に

な
れ
ば
、
と
の
思
い
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
」と
、笑
顔
で
語
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

　
定
例
会
は
毎
週
水
曜
日
、主
に
長
崎
大

学
国
際
交
流
会
館（
西
町
）で
行
わ
れ
ま

す
。こ
こ
で
は
、
生
活
相
談
の
ほ
か
、
言

葉
の
勉
強
や
、
手
芸
、
親
睦
会
な
ど
も
あ

り
、今
で
は
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

心
安
ら
ぐ
交
流
の
場

　
９
月
４
日
は
、「
ふ
ろ
し
き
の
使
い
方
」

を
紹
介
。メ
ン
バ
ー
の
田
北
さ
ん
を
中
心

に
、瓶
や
本
の
包
み
方
な
ど
を
手
際
よ
く

留
学
生
の
奥
さ
ん
に
教
え
ま
す
。

　
「
こ
の
ふ
ろ
し
き
は
小
さ
か
ね
〜
」「
帽

子
ば
み
ん
な
で
作
ろ
う
か
！
」と
、楽
し

い
会
話
が
飛
び
交
い
ま
す
。留
学
生
の
奥

さ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で
す
。

　

定
例
会
で
は
、
留
学
生
の
家
族
か
ら
、

異
国
の
文
化
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
。い
ろ
ん
な
国
の
お
洒

落
の
仕
方
や
、
伝
統
料
理
の
作
り
方
な

ど
、ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
興
味
津
々
で
聞

き
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

活
動
は
コ
ツ
コ
ツ
と
！

　

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
、
支
援
を
基
礎
に
、

交
流
で
お
互
い
に
元
気
を
分
け
合
う
と

い
う
、と
て
も
良
い
関
係
が
築
か
れ
て
い

ま
し
た
。今
後
に
つ
い
て
、
代
表
の
森
永

さ
ん
は「
留
学
生
の
日
本
滞
在
期
間
は
長

く
て
も
５
年
ほ
ど
。そ
の
間
に
、
家
族
の

皆
さ
ん
が
、生
活
し
て
い
く
自
信
を
つ
け

て
巣
立
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。誰
に
で
も

同
じ
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、私

た
ち
も
、
コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
続
け
ま

す
」。笑
顔
で
語
る
そ
の
表
情
に
、
こ
の

ク
ラ
ブ
の
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

西町国際クラブ

広がる
　交流の
　長崎市内では、さまざまな団体が、さま
ざまな形で国際交流をしています。そして、
皆さんは、お互いを尊重することをとても
大切にしています。
　今回は、今年 4月に市政功労表彰をお贈
りした 2団体をご紹介します。

輪

ふろしきを使って瓶を包みます。左か
ら二人目が代表の森永さん。

みんなで集合写真。子どもを連れたか
たもいます。みんな満面の笑顔です！

ケニアからやってきたハリマさん（右）と
ジョセフィンさん。「このクラブではいろん
な相談ができるので助かります。たくさんの
人とおしゃべりもできるので楽しいですよ」

「ふろしきの使い方」講座
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思
い
思
い
に
交
流
を

楽
し
ん
で
い
ま
す

　

皆
さ
ん
は
東
山
手
に
、「
地
球
館
」
と

い
う
施
設
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
?
こ
こ
で
は
、毎
週
末
に
世
界
各
国

の
料
理
を
日
替
わ
り
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
シ
ェ
フ
は
そ
の
国

の
か
た
で
、楽
し
い
会
話
つ
き
。そ
し
て
、

そ
の
運
営
を
し
て
い
る
の
が
、「
長
崎『
国

際
交
流
塾
』」で
す
。

　

こ
の
塾
が
で
き
た
経
緯
に
つ
い
て
、

「
み
な
と
ま
つ
り
で
、
世
界
各
国
の
料
理

を
提
供
す
る
店
を
出
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。同
じ
目
標
を
持
っ
て
活
動
す
る

方
が
仲
良
く
な
れ
る
と
思
い
、
留
学
生

を
誘
っ
て
出
店
し
ま
し
た
」
と
、
代
表
の

牛
嶋
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。そ

し
て
み
な
と
ま
つ
り
終
了
後
、「
交
流
を

も
っ
と
深
め
た
い
！
」と
、メ
ン
バ
ー
が

各
々
自
主
的
に
班
を
作
り
、活
動
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、塾
の
班
の
数
は
８
つ
。卓
球
や
日

本
舞
踊
、
ア
ン
ク
ル
ン（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

伝
統
楽
器
）、
ス
ク
ラ
ブ
ル（
ロ
ー
マ
字
を

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
合
わ
せ
て
単
語

を
作
る
ゲ
ー
ム
）な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
交
流
し
て
い
ま
す
。時
に
は
、班
同
士
で

交
流
会
も
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

国
際
交
流
は
日
常
の
一
コ
マ

　

ス
ク
ラ
ブ
ル
の
班
長
で
、
イ
ン
ド
か

ら
や
っ
て
き
た
ス
ガ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
は

「
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
家
事
の
こ
と

を
話
す
時
間
が
楽

し
い
ね
」
と
に
っ

こ
り
。す
る
と
班

の
皆
さ
ん
は「
彼

女
の
料
理
は
と
て

も
美
味
し
い
ん
で

す
よ
。優
し
く
て
と
て
も
い
い
人
！
」と
、

返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
塾
の
か
た
た
ち
は
、一
様
に
こ
の

交
流
を
生
活
の
一
部
と
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。国
際
交
流
は「
非
日
常
」
と
し

て
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
国
際
交
流

を「
も
っ
と
気
楽
に
楽
し
ん
で
」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

長崎「国際交流塾」

アンクルン

《興味があるかたは下記へご連絡ください》
● 長崎・セントポール姉妹都市委員会（☎ 842-3783）
● 長崎外海・ヴォスロール姉妹都市委員会（☎ 0959-25-0575）
● 西町国際クラブ（☎ 856-6838）
● 長崎「国際交流塾」（☎ 822-7966）
　 その他にもたくさんの国際交流団体があります。
　 詳しくは、市ホームページ内で

● 東山手「地球館」（☎ 822-7966）
    開館：10:00 〜 17:00（火・水曜日休館）
※ワールドフーズレストランは土・日・祝の 12:00 〜 15:00

検索

日本舞踊

地球館「ワールドフーズレストラン」
※取材日はインドネシア料理でした！

国際交流団体
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あなたも「国際交流」してみませんか?
海外でも長崎市内でも、さまざまな国際交流が行われていて、どの交流も長崎のまちと人を元気にす
る大きな力となっています。そして、交流をしている皆さんはとてもいきいきとしています。
あなたも身近なところから国際交流をしてみませんか。

姉妹都市提携 35 周年記念イベント
【場　　所】　JR 長崎駅かもめ広場
【内　　容】　ポルトガルギター演奏・小中学校ブラスバンド演奏・ボ
サノヴァ・アフリカンダンスなどのステージイベント、菓子や酒など
の物品販売、菓子作りや各国の遊びなどの体験コーナー、クイズラリー、
写真パネル展示、国際交流団体の活動紹介・留学生のブースなど

11/3（祝）
10:00〜 18:00

写真パネル展
姉妹都市提携 35 周年を迎えるポルト市、
ミデルブルフ市、ヴォスロール村の写真パ
ネルを展示します。

【期　　間】10 月 2 日（水）〜 27 日（日）
【場　　所】  市立図書館

国際理解講座国際交流員の

国際交流員が出身国の文化や生活習慣などについて、日本語で紹介します。

テーマ 日時 講師

韓国 日本と韓国の
ちょっとした違い

10 月 16 日（水）
18:30 〜 19:30 宋

ソン
　炳

ピョンチョン
天

イギリス Nice to meet you 長崎 10 月 23 日（水）
18:30 〜 19:30 スクラー　セーラ

中国 中国の不動産事情 10 月 29 日（火）
18:30 〜 19:30 林

リン
　心

シンタイ
泰

【場　　所】　長崎ブリックホール
【費　　用】　無料
【申込方法】　地球市民ひろばに電話（☎ 842-3783）かファクス（FAX
                  842-3786）でお申し込みください。当日参加もできます。

【そ  の  他】　11 月以降の講座は広報ながさきなどでお知らせします。
　　　　　　出前講座もあります。詳しくは国際課（☎ 829-1113）へ。

国際ボランティア参加者募集！
国際交流のボランティア活動を通して、外国のかたとふれあってみませ
んか？詳しくは、国際課（☎ 829-1113）へ。

● 企画ボランティア
【内　　容】子どもたちが外国人と交流できる「KIDS’国際ひろば」や
　　　　　　在住外国人を対象とした「日本料理教室」などのさまざま
　　　　　　なイベントを企画して実施します。

● 通訳ボランティア
【内　　容】市役所窓口での在住外国人への通訳や、クルーズ客船の寄
　　　　　　港時に観光案内などを行います。

● 日本語講座ボランティア
【内　　容】在住外国人に、生活で必要な初級の日本語日常会話の指導を
　　　　　　テキストを使用して行います。

  私たちが紹介します♪

宋さん
林さん

スクラーさん

企画ボランティア

通訳ボランティア

日本語講座ボランティア
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